
平成５年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰受賞者名簿

（五十音順）

〔 個 人 〕

杉浦 正巳（愛知県刈谷市）
すぎうら ま さ み

高橋 藤八（岩手県北上市）
たかはし とうはち

吉田 豊 （熊本県下益城郡豊野村）
よ し だ ゆたか

〔 団 体 〕

大宮 緑 の少 年 団（京都府中郡大宮町）
おおみやみどり しょうねんだん

鐘紡株式会社 小田原工場（神奈川県小田原市）
かねぼう おだわらこうじょう

木筒地区福祉活動グループひまわり会（青森県北津軽郡鶴田町）
き づつ ち く ふ く し かつどう かい

サッポロワイン株式会社 岡山ワイナリー（岡山県赤磐郡赤坂町）
おかやま

三瓶森林愛護少年団（島根県大田市）
さんべしんりんあいごしょうねんだん

高月町雨森区（滋賀県伊香郡高月町）
たかつきちょうあめのもりく

並松町児童公園愛護会（茨城県水戸市）
なみまつちょうじどうこうえんあいごかい

平 泉をきれいにする会（岩手県西磐井郡平泉町）
ひらいずみ かい

ファナック株式会社 本社（山梨県南都留郡忍野村）
ほんしゃ

富士市花の会（静岡県富士市）
ふ じ し はな かい

緑 を育て金沢を 美 しくする会（石川県金沢市）
みどり そだ かなざわ うつく かい

紅葉山公園愛護会（福岡県福岡市）
もみじやま こうえん あ い ご か い

〔 学 校 〕

穴吹町穴吹中学校（徳島県美馬郡穴吹町）
あなぶきちょうあなぶきちゅうがっこう

烏 山 町 立 烏 山 中 学 校（栃木県那須郡烏山町）
からすやまちょうりつからすやまちゅうがっこう

倉吉市立北谷小学校みどりの少 年 団（鳥取県倉吉市）
くらよししりつきただにしょうがっこう しようねんだん

鷹 巣 町 立 竜 森 小 学 校（秋田県北秋田郡鷹巣町）
たかのすちょうりつりゅうしんしょうがっこう

知覧町立知覧小学校（鹿児島県川辺郡知覧町）
ちらんちょうりつちらんしょうがっこう

〔地方公共団体〕

七ヶ宿町（宮城県刈田郡七ヶ宿町）
しちかしゅくまち

甚目寺町（愛知県海部郡甚目寺町）
じもくじちょう

丹生川村（岐阜県大野郡丹生川村）
にゅうかわむら

平良市（沖縄県平良市）
ひ ら ら し
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［個 人]

すぎうら まさみ

氏 名 杉浦 正巳

住 所 愛知県刈谷市

同氏は、絶滅の危機にあった刈谷市小堤西池のカキ

ツバタ群落の状況を憂い、昭和31年、勤務していた刈

谷高校の生物クラブ員と雑草除去の研究を始め、昭和

36年以来、氏の指導のもと雑草除去活動を展開し、カ

キツバタ群落の復元活動及び緑化推進思想の普及啓発

に貢献している。

功績の概要 また、「小堤西池のカキツバタを守る会」発足への

尽力、同会の環境美化活動の指導、地元中学校の案内

標識整備活動への協力等に多大なる功績がある。

さらに、氏は小冊子「刈谷の自然 今と昔」を著す

など、自然保護思想の普及啓発に尽力している。
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［個 人]

たかはし とうはち

氏 名 高橋 藤八

住 所 岩手県北上市

同氏は、地域の緑化を推進するため、30有余年の長

きにわたり、森林組合活動を通じての組織的・計画的

な森林づくりの推進、水源かん養思想の普及啓発など

幅広い活動を展開しており,地域における緑化活動の

牽引車として重要な役割を果たしている。

特に国有林の地元町村への払下げに努め、森林の整

功績の概要 備を推進したことに加え、土地改良区に4.1ヘクター

ルの分収育林を取得させるなど水源保安林の指定促

進、水源かん養林の構造やその保全に尽力している。

また、自己所有地でナラ、ヒノキ等樹林育成試験林

を設置し、その結果を踏まえ地域の山林所有者等に対

し、地形や土質に合った樹木の植林を指導するととも

に、同氏が発起人の一人となって結成した「高栄の森

の会」が展示的な森林経営やサクラの植栽補助を行う

など地元に密着した多様な緑化推進に貢献している。

このほか、ゴルフ場造成に伴う自然保護、水質保全の

確保にも尽力している。
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［個 人]

よしだ ゆたか

氏 名 吉田 豊

住 所 熊本県下益城郡豊野村

同氏は、40数年の長きにわたる森林づくりの傍ら、

地域における森林づくり後継者の育成指導に取り組

み、４団体42名の林業研究グループの組織化や６町村

９か所13ヘクタールのグループの山の造成に寄与する

とともに、間伐等の実践指導を通じて森林づくりの技

術の普及向上に努めている。

また、自己所有山林やグループの山を都市住民の森

功績の概要 林体験学習の場として活用するなど、緑を通じた都市

と山村の交流を促進するとともに、地元豊野村緑の少

年団の結成（昭和57年）に尽力し、以来、その指導者

として、野外活動、緑の学習等の実践指導に精力的に

取り組むなど、地域における青少年の緑化活動の促進

に尽力している。
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［団 体]

おおみやみどり しょうねんだん

名 称 大 宮 緑 の 少 年 団

所 在 地 京都府中郡大宮町

団 長
代 表 者 平井 久夫

同少年団は、団結成以来、地域の自然や歴史を象徴

するふるさとの巨樹・古木を守る活動に取り組んでお

り、平成２年度には、町内の巨樹・古木約400本、３

年度には、町内52か所の社寺林を調査し、これらの結

果を町当局等関係機関に報告するなど、ふるさとの樹

の保護に貢献している。

功績の概要 また、毎年、ブナの種子約400粒を播種、育苗し育

てた苗木を団員による植樹活動に活用するとともに、

学校、老人ホーム、植物園などの公共施設に配布する

など、地域の緑づくりを推進している。さらに、丹後

半島内山山系のブナ林を訪れる人々のために、登山道

の草刈りや補修等に取り組んでいる。



-5-

［団 体]

かねぼう おだわらこうじょう

名 称 鐘紡株式会社 小田原工場

所 在 地 神奈川県小田原市

工場長
代 表 者 小谷野 武文

同工場は、化粧品の製造を手掛けており、設立当初

から住工混在地域において積極的に緑化を推進し、地

域の貴重な緑の集積の場として、地域環境の保全に寄

与している。

サクラによる通路の緑化、入社・来社記念植樹の実

功績の概要 施等により、工場内の緑化に取り組み、緑地等の維持

管理に従業員が積極的に参加する等、社内の緑化意識

は高い。

構内の緑地、グラウンド、見学施設等を積極的に地

域に開放して、小中学生の社会学習の場、地域住民の

憩いの場となっており、また、工場付近の河川敷清掃

活動を通じて地域環境の保全、地域住民の緑化意識の

高揚に寄与している。
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［団 体]

き づつ ちく ふくしかつどう かい

名 称 木筒地区福祉活動グループひまわり会

所 在 地 青森県北津軽郡鶴田町

代 表 者 秋庭 みのり

同会は、町内の道路沿線に草花の植栽をし、もって

体力増進、教育、環境衛生の充実を図ることを目的に

昭和48年に設立され、毎年冬期間を除いた６月から11

月までの間、定期的に町内の道路沿線に草花の植栽・

功績の概要 除草を実施し、地域住民の気持ちを和らげるなど心の

安らぎに大いに寄与している。

このような20年余の長きにわたる同会の活動は、地

域環境緑化活動の模範として緑化意識等の高揚に大き

く貢献している。
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［団 体]

おかやま

名 称 サッポロワイン株式会社 岡山ワイナリー

所 在 地 岡山県赤磐郡赤坂町

取締役工場長
代 表 者 相馬 英一

同工場は、ワインの製造を手掛けており、設立当初

から周辺の恵まれた自然環境との調和に配慮し、食品

工場にふさわしい緑溢れる開放的な工場づくりを推進

している。

従業員全員参加による環境保全対策委員会を組織し

て工場周辺の環境美化活動、記念植樹等を実施してお

功績の概要 り、車内の緑化意識は極めて高い。

また、緑豊かな構内を地域住民の憩いの場として積

極的に開放し、マラソン大会の開催、ブドウ苗木の配

布、周辺地域の清掃等を通じて、地域住民の緑化意識

の高揚や健康増進を図っており、地域に密着した緑化

推進に貢献している。
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［団 体]

さんべしんりんあいごしょうねんだん

名 称 三瓶森林愛護少年団

所 在 地 島根県大田市

大田市立池田中学校校長
代 表 者 郷原 実朗

同少年団は、昭和63年に発生した地元三瓶山の山火

事跡地（77ヘクタール）の復旧のための植林を進める

「ドングリコロコロ三瓶山」運動の活動母体となり、

地域住民等と一体となってドングリ（コナラ等）の播

種、下刈り、補植を継続して実施しており、その参加

功績の概要 者は今日まで延べ約300人に達するなど、地域ぐるみ

の緑づくり運動として定着している。

また、毎年太田市主催の「クリーン三瓶」清掃美化

活動に参加するとともに、地域の自治会活動として進

められている「花いっぱい運動」に取り組み、三瓶公

園線沿線の花壇づくり等を行うなど、地域の環境緑化

に尽力している。
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［団 体]

たかつきちょうあめのもりく

名 称 高 月 町 雨 森 区

所 在 地 滋賀県伊香郡高月町

区 長
代 表 者 大橋 豊彦

同区は、江戸時代に造られた堀割のような小川が縦

横に流れる小さな農村集落で、昭和59年から推進して

いるこの小川や家の庭を利用して花を飾る「花と水と

緑の美しい芳州の里」づくりは、四季を通じて区民全

員の参加の下、竹や木を利用した手作りプランターへ

の花の植栽・管理活動として行われ、協力、連帯を中

功績の概要 心とした望ましいコミュニティ形成に大きく寄与して

いる。

同区の花による緑化推進運動は、今では、町全体で

道路や水路を花で飾る「花の道づくり」運動へと発展

しており、特色ある地域づくりのモデルとして他の地

域や団体との交流も活発に行われるなど、多方面から

高く評価されている。
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［団 体]

なみまつちょうじどうこうえんあいごかい

名 称 並松町児童公園愛護会

所 在 地 茨城県水戸市

会 長
代 表 者 瀬谷 和人

同会は緑少ない市の中心市街地に位置する並松町児

童公園の近隣に住む小学生を中心に構成され、同公園

の清掃、花壇の育成等を行っている団体である。

特に、同会は毎週一回土曜日の午後又日曜日に清掃

活動を行い、花壇の育成については随時花苗の植え込

功績の概要 み等を、また、水やりについては季節に応じて行う

が、特に夏は毎日朝と夕方の２回行っている。

このように同会は、約30年もの長きにわたり、身近

な生活環境を向上させるための公園美化活動を行うこ

とにより、子供たちが地域社会の一員としての自覚、

役割等を学ぶ社会教育活動に貢献している。
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［団 体]

ひらいずみ かい

名 称 平泉をきれいにする会

所 在 地 岩手県西磐井郡平泉町

会 長
代 表 者 穗積 照慈

同会は、長年古都平泉の美化清掃に努め、健康で快

適な観光地づくりを目的に22団体より組織され、昭和

54年から定期的に史跡地内の延長19キロメートルの道

路で花壇づくり及び清掃活動を実施してきている。

特に花壇づくりにおいては、講習会、研修会、コン

クール等を実施し地域環境の美化（緑化）並びに啓蒙

功績の概要 活動にも取り組んでいる。

同会の活動は他のボランティア団体の先駆者として

町全体に緑化推進活動の啓蒙、普及に多大な貢献があ

り、古都平泉を訪れる観光客や町民等の心の安らぎに

大いに寄与してきた功績は高く評価されている。
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［団 体]

ほんしゃ

名 称 ファナック株式会社 本社

所 在 地 山梨県南都留郡忍野村

代表取締役社長
代 表 者 稲葉 清右衛門

同工場は、富士山北麓に位置しており、恵まれた自

然環境のなかで数値制御装置・産業用ロボット等の製

造を手掛けている。

工場建設の段階から、「敷地内の樹木は一本も切ら

ない。建物は樹木のない所に建設する。どうしても必

要な場合は樹木を移植する。」方針を貫徹し、工場敷

功績の概要 地の大部分を緑地等の環境施設として整備し、建物の

高さを周囲の樹木の高さ以下に抑える等周辺環境と調

和した工場づくりを推進している。

また、社内に社長を委員長とする自然保護委員会を

組織し、定期的に地域の動植物の生育状況の報告を実

施する等緑化意識は高く地域住民の緑化意識の高揚に

も貢献している。
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［団 体]

ふ じ し はな かい

名 称 富士市花の会

所 在 地 静岡県富士市

会 長
代 表 者 斎藤 和可子

同会は、昭和42年に結成され、発足時より、公共施

設に花木の植栽をしたり、市内各地区の道路や公園の

一角を利用した花壇づくりを行い、200余箇所の花壇

を管理運営している。

また、花いっぱい運動として種子の斡旋、無料配布

をはじめ、福祉施設の慰問や各種行事（緑化祭、清掃

功績の概要 活動等）に積極的に協力、組織の活性化のために園芸

講習会や他市との交流、会報発行等を行っている。

同会の長年に渡る実績は、地域の中から質の高い生

活環境を創り出す花のまちづくり運動として極めて評

価が高い。
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［団 体]

みどり そだ かなざわ うつく かい

名 称 緑を育て金沢を美しくする会

所 在 地 石川県金沢市

会 長
代 表 者 鶴山 務

同会は、昭和49年金沢市議会の「みどりの都市宣

言」に呼応し、広範な市民の参加を得て結成され、金

沢の自然を守り、清潔で美しい杜の都金沢にふさわし

い、緑と花の街づくりを積極的に展開してきている。

特に、各地区に指導員、推進員を配置し、研修、視

察等地元組織の強化、育成を図るとともに地元住民、

功績の概要 各種団体による花いっぱい運動、美化運動の推進に努

めてきている。

また、緑化・美化意識の高揚、実践を促す広報、普

及活動に加え、市民団体として独自の顕彰を行うなど

幅広い活動は市民に広く、深く浸透しており、その評

価は極めて高い。
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［団 体]

もみじやまこうえんあいごかい

名 称 紅葉山公園愛護会

所 在 地 福岡県福岡市

町会長
代 表 者 福田 儀一

同会は、昭和44年に地域の公園愛護会として設立さ

れ、子供会や老人クラブが中心となって、毎月公園の

清掃、除草、美化、花壇づくり活動等を熱心に行って

いる。

また、施設の点検等を定期的に実施し、その結果を

功績の概要 市の担当者に連絡している。

25年間の長きにわたる同会の活動は、本市都市公園

の保全美化のため先駆的役割を果たしており、他の団

体等の模範となっている。
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［学 校]

あなぶきちょうあなぶきちゅうがっこう

名 称 穴 吹 町 穴 吹 中 学 校

所 在 地 徳島県美馬郡穴吹町

校 長
代 表 者 横畠 康博

同校は、勤労生産、生涯学習を重視し、心の教育の

一環として10年前から計画的・継続的に花いっぱい運

動を実践しており、これを通じて、生命の大切さを知

り、美しいものに感動する喜びを味わうことの出来る

豊かな人間性を養うとともに、働く喜びを学び取り、

お互いに人間関係を育て、郷土を愛する心の育成を図

功績の概要 っている。

運動を校内だけでなく、地域に広げるため、園芸部

を中心に育てた花のプランターやキクの鉢を町内の小

・中・高等学校や公共施設に配り、季節ごとに色とり

どりの花で飾り、地域緑化にも取り組んでいる。

さらに、ボランティアの日を各学期１回設け、全校

生徒により町内にある花壇の整備を行っている。

このような同校の緑化活動は、大きな広がりをもっ

て展開されており、地域緑化の推進に大きな役割を果

たしている。
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［学 校]

からすやまちょうりつからすやまちゅうがっこう

名 称 烏 山 町 立 烏 山 中 学 校

所 在 地 栃木県那須郡烏山町

校 長
代 表 者 佐藤 肥

同校は、昭和53年の新校舎造成を契機に、「教育活

動を通して緑したたる学校環境をつくろう」を合言葉

に、教職員、生徒、ＰＴＡはもとより、地域住民と一

体になった緑化活動を推進している。

特に、道徳教育と環境緑化活動を結び付けた活動に

主眼をおき、校内はもとよりふるさとの河川敷や町内

功績の概要 ・通学路の清掃等の奉仕活動、腐葉土づくりから一環

した草花の栽培、フラワーポットを地域の公共機関等

へ配布・設置など緑化活動及びあいさつ運動などの体

験的実践活動を環境緑化の基盤として積極的に展開

し、その結果、思いやり、感謝、奉仕の心が培われて

いる。

こうした学校の緑化活動は地域一体となった活動へ

と展開しており、県内学校環境緑化活動の模範となっ

ている。
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［学 校]

くらよししりつきただにしょうがっこう しょうねんだん

名 称 倉吉市立北谷小学校みどりの少年団

所 在 地 鳥取県倉吉市

校 長
代 表 者 水野 忠男

同少年団は、中国黄河流域の砂漠の緑化に協力する

ため、昭和61年から団員の手で採取した「クズの種

子」約50,000粒を毎年中国に送る活動を続け、この

間、63年には、少年団の代表が訪中し、緑の交流親善

の役割を果たすとともに、平成２年には、地域住民と

一体となって「緑いっぱいの地球に」のモニュメント

功績の概要 を製作し、その除幕式を行うなど、広く世界に目を向

けた緑化活動を推進している。

また、団員が育てた「ヒマワリ」の配布を交えた緑

の羽根募金運動や、地域の老人への手づくりの草花の

プレゼントなど、地域に密着した緑化活動を展開して

いる。
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［学 校]

たかのすちょうりつりゅうしんしょうがっこう

名 称 鷹 巣 町 立 竜 森 小 学 校

所 在 地 秋田県北秋田郡鷹巣町

校 長
代 表 者 安達 正直

同校は、昭和30年以来、毎年、全校児童とＰＴＡに

よる「3,500本植林運動」に取り組み、昭和39年まで

に8.6haの植林を実施し、その後、計画的な保育活動

を継続するなど、地域住民と一体となった森林づくり

の推進に貢献している。

昭和60年度には、恵まれた自然環境や学校林活動の

功績の概要 伝統を活かした森林学習を柱とする地域ぐるみの「緑

の総合学習」を創設し、以来、全校育林教室のほか、

自然観察、保安林の調査等の現地学習を行うととも

に、地域の森林づくりの歴史等を学ぶ「ふるさと集

会」を実施するなど、多彩な活動を展開し、山村小規

模校の特性を活かしつつ、「地域と共に歩む学校」を

目指した緑化活動を展開している。
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［学 校]

ちらんちょうりつちらんしょうがっこう

名 称 知覧町立知覧小学校

所 在 地 鹿児島県川辺郡知覧町

校 長
代 表 者 藤野 巌

同校は、明治34年以来育まれた７町歩を超える学校

林を中心に、環境緑化や花壇づくり、児童の情操教育

や体力づくりに取り組んできており、また、積極的に

各種の審査やコンクールに応募し、緑化思想の普及・

啓発に尽力してきた。

学校教育目標の中にも「花いっぱい、花づくり、人

功績の概要 づくり」を位置付け、学校林見学、落ち葉拾い、美化

活動（毎学期全校１時間）、緑化活動（毎週水曜日）

などを実践するとともに、親子による自然や緑を大切

にする活動を行っている。

知覧町は、緑の美しい町づくりを重点施策に掲げて

いるが、同校は育てた苗を官公署や地域の公民館に配

布したり、校内のバザーで各家庭に安価で頒布するな

ど、地域ぐるみの花いっぱい運動の拠点として活躍し

ている。



-21-

［地方公共団体]

しちかしゅくまち

名 称 七ヶ宿町

所 在 地 宮城県刈田郡七ヶ宿町

町 長
代 表 者 安藤 昭一

同町は、七ヶ宿森林総合整備事業により、単層林、

複層林、育成天然林の整備を進めるなど計画的な造林

・保育活動を行っている。

また、自然－その中でも特に緑－を守り育てるため

に、お互いに力を合わせ、社会のために役立つ自主的

な活動を行う「みどりの少年団」を結成するととも

功績の概要 に、この団体の支援・育成を行う「みどりの少年団育

成会」の活動について全面的な後押しをし、緑化思想

の普及啓発に多大の成果を上げている。

さらに、平成２年に七ヶ宿ダム満水記念として記念

植樹を行うとともに、長年緑化に尽力された方々に対

し功労者表彰を行うなど、地域環境緑化に大きく寄与

してきている。

このほか、地元のテレビ局が展開しているグリーン

キャンペーンに賛同し、約11.4ヘクタールを無償貸与

して、県民の自然保護のシンボルとなる水源文化の森

づくり支援している。
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［地方公共団体]

じもくじちょう

名 称 甚目寺町

所 在 地 愛知県海部郡甚目寺町

町 長
代 表 者 村上 博光

同町は、町民憲章に「緑の多いまちづくり」を掲

げ、町全域の緑化を計画的かつ積極的に推進するため

に、昭和62年に「甚目寺町緑化推進協議会」を設置

し、住民と一体となった緑化の推進に努めている。こ

の緑化推進協議会を中心に、地元住民や緑の少年団等

の協力を得て、ふれあい花壇の造成、休耕田への植

功績の概要 栽、フラワーポットの設置、学校や街路への植樹など

四季を通じて様々な植栽・植樹事業を行っている。

また、緑化啓発イベントとして、地元の小中学校を

対象に児童生徒全員参加の緑化写生大会を実施した

り、菊花展やひょうたん展を開催している。

このように官民一体となった同町の緑化の推進は、

全国の地方公共団体の緑化推進事業の模範となってい

る。



-23-

［地方公共団体]

にゅうかわむら

名 称 丹生川村

所 在 地 岐阜県大野郡丹生川村

村 長
代 表 者 小木曽 俊夫

同村は、昭和53年から「乗鞍の自然を守り村内に美

しい花を咲かせます」を村内憲章に掲げ、花のまちづ

くり運動に取り組んでいる。

婦人会が中心となって取り組まれた運動は、年を経

るごとに活発になり、現在では住民の80％以上が参加

し、全村的な取組に発展している。

功績の概要 家の周りや公民館、バス停留所等村の随所に村民手

づくりの花壇が作られ、また、村内道路には延べ40キ

ロメートルにわたってコスモスが植えられるなど、地

域環境美化に大いに貢献しているとともに、日本の農

村の原風景を活かした花により緑化推進運動のモデル

として高く評価されている。
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［地方公共団体]

ひらら し

名 称 平良市

所 在 地 沖縄県平良市

市 長
代 表 者 下地 米一

同市は、離島という条件に加え、毎年台風や干ばつ

に襲われるなどの不利な自然状況の中で、様々な緑化

推進事業を行っている。

昭和56年から緑に対する市民の関心を喚起するた

め、「緑の街角賞」を創設し、市民手作りの緑の創造

を対象に表彰を行っている。

また、昭和61年からは、地域に古くから自生してい

功績の概要 る、ゆかりの「老木・巨木」を選定、調査し、保護措

置を講じている。

さらに、ポケットパークの造成、市婦人連合の「か

あちゃんたちの森」造成など市民団体の活動、伝統的

家並みを住まいづくりに生かしたＨＯＰＥ（ホープ）

計画など、市政と市民が一体となって、緑化推進に積

極的に取り組んでいる。




